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(57)【要約】
　本発明の実施形態によると、ドア組立体（２００）を
備え、ドアパネル（２１０）を受けるのに適したドアフ
レーム（２２０）を有し、ドアフレーム（２２０）はド
アパネルを受けるドアジャム（２２１）を有し、ドアジ
ャム（２２１）は当該ドアジャム（２２１）の端部から
垂直に伸びるリップ（２２２）を有し、ドアパネル（２
１０）が枢動可能に接続される枢動部材（２３０）を有
し、前記枢動部材（２３０）はドアジャム（２２１）の
リップ（２２２）に取り付けられるドア組立体（２００
）を備えている。
【選択図】図１ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面（２１４）を有する、閉鎖位置から開放位置まで移動可能なドア（２１０）と、
　ドアジャム（２２１）およびリップ（２２２）で構成され、前記ドア（２２０）が閉鎖
位置にあるとき、少なくとも前記ドア（２２０）の周囲を部分的に囲み、前記ドア（２１
０）が開放位置にあるとき前記リップ（２２２）は前記ドアジャム（２２１）に対してほ
ぼ垂直に伸び、かつ前記ドアの外面（２１４）は前記ドアジャム（２２１）に対して実質
的に平行に位置するドアフレーム（２２０）と、
　を組み合わせて有するドアの組立体であって、
　前記リップ（２２２）は、前記ドア（２１０）が閉鎖位置にあるとき、前記ドアの外面
に対して実質的に平行であり、
　前記ドア（２１０）は、前記リップ（２２２）に枢動可能に接続されることにより、閉
鎖位置と開放位置の間を枢動するドアの組立体。
【請求項２】
　請求項１に記載のドアの組立体において、更に少なくとも１つの枢動部材（２３０）を
さらに含み、前記ドアリップ（２２２）は凹端部を有し、前記ドアはヒンジ端部を有し、
前記少なくとも１つの枢動部材（２３０）は、ドア（２１０）のヒンジ端部（２１５）を
、前記ドアリップ（２２２）の前記凹端部に接続させるドアの組立体。
【請求項３】
　請求項２に記載のドアの組立体において、前記枢動部材（２３０）は、従来型のヒンジ
、蝶型ヒンジ、ストリップヒンジ、細長いヒンジ、２つ折り型のヒンジ、スプリングヒン
ジ、隠しヒンジ、ボールソケット型ヒンジ、あるいはその他の枢動体のいずれか１つであ
るドアの組立体。
【請求項４】
　前記請求項のいずれか１項に記載のドアの組立体において、前記枢動部材（２３０）は
、ドアパネルに組み込まれているドアの組立体。
【請求項５】
　前記請求項のいずれか１項に記載のドアの組立体において、前記枢動部材（２３０）は
、前記リップ（２２２）に組み込まれているドアの組立体。
【請求項６】
　前記請求項のいずれか１項に記載のドアの記載のドアの組立体において、前記枢動部材
（２３０）は、ドア（２１０）が開放位置にあるとき、前記リップ（２２２）と前記ドア
パネルの外面で形成された平面に組み込まれるドアの組立体。
【請求項７】
　前記請求項のいずれか１項に記載のドアの組立体において、前記リップ（２２２）は長
さｌ、前記ドア（２１０）は幅ｗを有しており、ｌは少なくともｗと同じ、またはｗより
大きいドアの組立体。
【請求項８】
　前記請求項のいずれか１項に記載のドアの組立体において、ドアパネルは、従来型のソ
リッドドア、仕切板の組立体、アコーディオンドア、スライディングドア、あるいはその
他のドア組立体のいずれか１つであるドアの組立体。
【請求項９】
　外面（２１４）を有する、閉鎖位置から開放位置まで移動可能なドア（２１０）と、
　ドアジャム（２２１）および端部（２２３）を有するリップ（２２２）で構成され、前
記ドア（２２０）が閉鎖位置にあるとき、少なくとも前記ドア（２２０）の周囲を部分的
に囲み、前記ドア（２１０）が開放位置にあるとき前記リップ（２２２）は前記ドアジャ
ム（２２１）に対して垂直に伸び、かつドアの前記外面（２１４）は前記リップ（２２２
）の前記端部（２２３）と実質的に同一面に位置するドアフレーム（２２０）と、
　を組み合わせて有するドアの組立体であって、
　リップ（２２２）は、ドア（２１０）が閉鎖位置にあるとき、当該ドア（２１０）の外
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面（２１４）に対して平行であり、
　ドア（２１０）は、リップ（２２２）に枢動可能に接続されることにより、閉鎖位置と
開放位置の間を枢動するドアの組立体。
【請求項１０】
　請求項９に記載のドアの組立体において、第１ヒンジ板（２３１ａ）および第２ヒンジ
板（２３１ｂ）を有するヒンジとして構成される、少なくとも１つの枢動部材（２３０）
をさらに有し、前記ヒンジは前記リップの凹面およびドアのヒンジ面に取り付けられ、さ
らに前記ドアのヒンジ面、前記リップの凹面および前記ドアジャム（２２１）の３つの面
で形成された凹部を有し、前記ヒンジは、前記凹部（２２４）内に位置するドアの組立体
。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のドアの組立体において、前記ドアのヒンジ面は、前記ドア（２１０
）の開放位置にあるとき、リップの凹面に対して実質的に平行であり、前記ドア（２１０
）の閉鎖位置にあるとき、前記リップの凹面に対して実質的に垂直であるドアの組立体。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のドアの組立体において、複数の前記ヒンジ板は凹内に位置し、前記
ドア（２１０）は部分的に部屋を画定するために適用され、ドアの一面は部屋の外側にあ
り、また他面は部屋の内側にあり、前記リップ（２２２）は、部屋の外側の側面に位置す
るドアの組立体。
【請求項１３】
　請求項１０に記載のドアの組立体において、前記ドア（２１０）が開放位置にあるとき
、前記複数のヒンジ板は互いに実質的に平行であり、前記ドア（２１０）が閉鎖位置にあ
るとき、前記複数のヒンジ板は互いに実質的に垂直であるドアの組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドア組立体に関する。具体的に、本発明のドア組立体は、枢動部材によりジ
ャム、またはフレームに取り付けられているドアを有している。
【背景技術】
【０００２】
　一般的にドアは、ヒンジによりドアジャム、またはフレームに取り付けられている。従
来のヒンジは、一端に沿って連続した軸を有する一組のヒンジプレートから成る。その２
枚のヒンジプレートのヒンジ軸を差し込むことにより、ヒンジピンを受ける円筒状の通路
が定まる。このようにして、ドアは開放位置から閉鎖位置まで、ヒンジを軸として自由に
回転できるようになる。
【０００３】
　従来のドア組立体は、通常、ドア、ドアフレーム、及びヒンジを含んでいる。ドアは、
ヒンジでドアフレームに取り付けられている。ドアフレームは、ジャムおよび、ジャムの
端から伸びているリップから構成される。ヒンジは２枚のヒンジプレートを含み、そのう
ちの１つはドアの端に取り付けられ、別のヒンジプレートはジャムの第２の端部に取り付
けられる。これらヒンジプレートは、ヒンジピンにより共に固定される。
【０００４】
　ドアフレームのリップとドアの端の間には、溝が形成されている。ドアを開放位置から
閉鎖位置まで手動で動かしたときに、その溝の間に指が挟まるなどして、怪我をしてしま
うことがよくある。物がスペースに挟まり、壊れてしまうことが多々ある。
【０００５】
　これらの問題点を解決するため、これまでにも幾つかの方法が試されており、例えば、
米国特許公報４８７８２６７号明細書である。しかしながら、この方法は、異物が入り込
めないように、ドアフレームのリップとドアの端の間に形成された溝の中に、装置をはめ
込むことであった。そのような装置を入れることは不恰好であり、外観も良くなく、また
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利用者にとっても余計な費用がかかる。
【０００６】
　さらに、従来のドア組立体においては、ドアを開けた状態で、ドアはドアフレームと同
一面になるのではなく、ある程度突き出てしまう。加えて見苦しいヒンジプレートが、視
界に晒されてしまうことになる。ドア組立体の外観を非常に損ねてしまう。家具業界にと
って、ドア組立体の美的外観は非常に重要である。
【０００７】
　上述した問題点を考慮すると、溝に挟まれる異物あるいは指、またはドアフレームと同
一面にならないドア等、上述の問題点を克服、あるいは少なくとも減らし、かつ大衆にも
、ヒンジでドアフレームに取り付けられたドアを有するドア組立体を提供する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許第４，８７８，２６７号明細書
【発明の概要】
【０００９】
　本発明の実施形態によれば、ドアパネルを受けるのに適したドアフレームを有し、前記
ドアフレームはドアパネルを受けるドアジャムを有し、前記ドアジャムは当該ドアジャム
の端部から垂直に延伸するリップを有し、前記ドアパネルが枢動可能に接続される枢動部
材を有し、前記枢動部材はドアジャムの前記リップに取り付けられるドア組立体が提供さ
れる。
【００１０】
　もう一つの実施形態によれば、ドアフレームを含み、第１の開放位置から第２の閉鎖位
置までの移動に適した、前記ドアフレームに枢動可能に接続されるドアパネルを有し、前
記ドアパネルおよび前記ドアフレームは、ドア開放時において、同一面になるドア組立体
が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１ａ】図１ａは、本発明のある実施例に従ったドア組立体を示す断面図であり、開放
位置のドアである。
【図１ｂ】図１ｂは、本発明のある実施例に従ったドア組立体を示す断面図であり、閉鎖
位置のドアである。
【００１２】
【図１ｃ】図１ｃは、図１ａの実施形態に従ったドア組立体のドアジャムを示す断面図で
あり、開放位置のドアである。
【図１ｄ】図１ｄは、図１ａの実施形態に従ったドア組立体のドアジャムを示す断面図で
あり、閉鎖位置のドアである。
【００１３】
【図２ａ】図２ａは、本発明のある実施例に従った、部屋の外側にいる人から見たドア組
立体を示す平面図であり、開放位置のドアである。
【図２ｂ】図２ｂは、本発明のある実施例に従った、部屋の外側にいる人から見たドア組
立体を示す平面図であり、閉鎖位置のドアである。
【００１４】
【図３ａ】図３ａは、本発明のある実施例に従った、部屋の内側にいる人から見たドア組
立体を示す平面図であり、開放位置のドアである。
【図３ｂ】図３ｂは、本発明のある実施例に従った、部屋の内側にいる人から見たドア組
立体を示す平面図であり、閉鎖位置のドアである。
【００１５】
【図４】図４は、ドアの開放位置における、本発明のある実施例に従った、部屋の外側に
いる人から見たドア組立体の透視図である。
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【００１６】
【図５】図５は、ドアの開放位置における、本発明のある実施例に従った、部屋の内側に
いる人から見たドア組立体の透視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明は、枢動部材によりドアフレームに取り付けられたドアを有する、ドア組立体に
関する。ドア組立体により、開放時において、ドアはドアフレームと同一面になる。第一
の実施形態においては、ドア開放時に、少なくともヒンジの一部分が視界から隠れる。ま
た、ある実施形態においては、ドアの配置体によって、ドア開放時に、ドアジャムとドア
の隣接エッジの間に形成される溝を取り除くことができる。
【００１８】
　図１ａおよび図１ｂは、ドアの開放位置および閉鎖位置における、本発明の一実施例に
係るドア組立体の断面図である。図１ａはドア開放時のドア組立体、一方で図１ｂはドア
閉鎖時のドア組立体を示している。ある実施例において、ドアは部屋の内側に開く。この
ような場合、図１ａの中で、ドアの側に立っている人は、ドアの内側に立つことになる。
また、ある実施例において、ドアは部屋の外側に開くが、この場合ドアの側に立っている
人は、ドアの外側に立つことになる。
【００１９】
　図に示されている通り、ドア組立体２００は、ドア２１０、ドアフレーム２２０、そし
て枢動部材２３０を含む。ドアフレーム２２０は、ドア２１０を受けるのに適しており、
そのドアを受けるジャム２２１を含む。ジャム２２１は、ジャム２２１の端部から垂直に
延伸しているリップ２２２を有する。
【００２０】
　ドア２１０は、枢動部材により、ドアフレーム２２０に対し回転可能に取り付けられて
いる。枢動部材は、従来からあるヒンジ、蝶型ヒンジ、ストリップヒンジ、細長いヒンジ
、２つ折り型のヒンジ、スプリングヒンジ、隠しヒンジ、ボールソケット型ヒンジでもよ
いし、任意の枢動部材でもよい。また枢動部材は１つあるいは複数の部材から構成されて
いてもよく、複数の場合は各々が同じあっても、あるいは異なっていてもよい。本実施形
態においては従来のヒンジを使用し、３個のヒンジを用いて、ドアパネルをドアフレーム
に取り付けている。枢動部材２３０は、ジャム２２１の端部から垂直に延伸しているリッ
プ２２２に連結されている。
【００２１】
　図１ｂを参照すると、ドアフレームは、開放位置においてドアの端を受け入れる空間を
提供する、凹部２２４を含む。凹部２２４は、ジャム２２１、リップ２２２、およびドア
のヒンジ端部２１５の内部面に形成されている。凹部２２４は、ドアフレーム２２０の凹
部面２２６を定めている。反対側のジャム２２９も、ドア閉鎖時にドア２１０を受け入れ
るリップ２２８を有してもよい。
【００２２】
　図１ｃおよび図１ｄは、ドア開放位置およびドア閉鎖位置のそれぞれの場合における、
図１ａおよび図１ｂの実施形態に係る、ドア組立体のジャムにおいての拡大した断面図で
ある。
【００２３】
　図１ｃを参照すると、ドアが開放位置にあるとき、ドアのヒンジ端部は、ドアフレーム
２２０の凹部２２４で受け入れられる。図１ｃに示されている通り、ドアの開放面２１４
は、ドアフレームのリップ２２２の端部２２３と実質的に同一面となり、ドア開放位置お
いては同一面となる。
【００２４】
　図１ｄに示されている通り、枢動部材２３０は、第１ヒンジ板２３１ａ、第２ヒンジ板
２３１ｂ、およびヒンジピン２３２によって構成される。第１ヒンジ板２３１ａは、ドア
２１０のヒンジ端部２１５に取り付けられており、一方で第２ヒンジ板２３１ｂは、ドア
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フレーム２２０の凹部面２２６に取り付けられている。これらヒンジ板は、出入り口に立
っている人の視界から隠れていることが望ましく、隠れることにより格好の良い外観が実
現する。
【００２５】
　図１ｄもまた、長さｌを有するリップ２２２、および幅ｗを有するドア２１０を示して
いる。リップ２２２の長さｌは、ドア２１０の幅ｗと比べて少なくとも同じ、あるいは大
きいことが好ましい。これにより、ドア２１０のヒンジ面２１５は、ドアフレームの凹部
面２２６に実質的に隣接することになる。ドア開放時において、凹部２２４に、ドア２１
０を収容するだけの十分な大きさのエリアを提供し、ドアの外面２１４は、ドアフレーム
２２０と実質的に同一面となる。
【００２６】
　図２の実施形態例における特徴は、図３－４の中で、より明確に説明される。ドア組立
体２００において、ドア２１０は、本実施形態では３つのヒンジで形成されている枢動部
材２３０により、ドアフレーム２２０に取り付けられている。これに加えてドアは、部屋
の内側に開ける、内開きドアとする。
【００２７】
　図２ａおよび図２ｂは、本発明の実施形態例に係る、部屋の外側にいる人から直接見た
ドア組立体の平面図である。図２ａは、ドア開放時におけるドア組立体であり、また図２
ｂは、ドア閉鎖時におけるドア組立体である。このような場合、リップ２２２の後ろで枢
動部材２３０が隠れてしまい、図２ａに示されている通り、外側からの視点なので、部屋
の外側に立っている人は枢動部材２３０を見ることはできない。ドア閉鎖時において、ド
アの開放面２１４がリップ２２２の端部２２３と同一面になるので、ドアの外側に立って
いる人は、ドア組立体２００のドアフレーム２２０のみが見えることになる。
【００２８】
　図２ｂに示されている通り、ドア閉鎖時において、部屋の外側に立っている人は、閉鎖
されたドア２１０の他に、ドア組立体２００のドアフレーム２２０のみが見えることにな
る。
【００２９】
　図３ａおよび図３ｂは、本発明の実施形態例に係る、部屋の内側いる人から直接見たド
ア組立体の平面図である。図３ａは、ドア開放時におけるドア組立体を説明する、また図
３ｂは、ドア閉鎖時におけるドア組立体を説明する。図３ａに示されている通り、ドア閉
鎖時に、部屋の内側に立っている人は、ドア２１０に遮られるため、ヒンジが見えないこ
とになる。
【００３０】
　図３ｂに示されている通り、ドア閉鎖時に、部屋の中にいる人は、ドアフレーム２２０
におけるジャム２２１の端部から垂直に延伸しているリップ２２２にドア２１０を係合す
ると、枢動部材２３０が見えるだろう。また、第２ヒンジ板２３１ｂも、部屋の中から直
接見えることになる。
【００３１】
　図２ｂおよび図３ｂに示すように、ドア２１０は従来のソリッドドアの代わりに、２枚
のパネルから構成されていてもよく、構造内において仕切り板の組み立て部品を合わせる
ことにより、アコーディオン式ドアとしてもよい。ドア２１０は、１枚のパネルがスライ
ドする、スライディング型であってもよい。さらに、他の可能性のドアであってもよい。
【００３２】
　図４および図５は、ドア開放位置において、本発明の実施形態に係るドア組立体の透視
図を示している。図４は、ドアフレーム２２０を有する、壁２０５に組み込まれたドア組
立体２００を示している。ドアフレーム２２０はジャム２２１を有し、リップ２２２が垂
直に延伸している。リップ２２２は、壁２０５と同一面にあるジャム２２１から延伸して
示される。またリップ２２１は、壁２０５と同一面になることが望ましい。
【００３３】
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　枢動部材２３０は、リップ２２１の一端、およびドア２１０のヒンジ端部２１５の他端
に取り付けられる。枢動部材は、リップ２２１およびドアのオープン面２１４により形成
される面にはめ込まれることが望ましい。ドアの開放面２１４とドアフレームのリップの
端部２２３が同一面となる。
【００３４】
　図５は、部屋の中に立っている人から見たドア組立体を示している。図４および図５に
示されているように、部屋の中に立っている人からでは、ヒンジピン２３０のみが見え、
ヒンジ板を見ることはできない。
【００３５】
　追加の利点として、従来の配置体とは異なり、ドアフレームとドアのヒンジ端部との間
に溝が形成されることはない。ドアとドアフレームとの間に異物や体の一部分が挟まれる
という、危険を改善することができる。また他の実施形態において、枢動部材はドアフレ
ームのリップ内、あるいはドアに組み込まれてもよく、これにより、ドアのオープン面と
ドアフレームのリップの端部が完全な同一面となり、ドアは開放時にドアフレームと直に
隣接することになる。
【００３６】
　当業者には、本究明の本質内および範囲内において、本発明の本質を説明するために記
載および図示された材料、および部品の配置において、細部にわたる種々の変形が可能で
あることが理解されるであろう。例えば、この配置体は窓においても適用可能である。外
開きドアに対しても使えるものである。

【図１ａ】 【図１ｂ】
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【図１ｃ】 【図１ｄ】

【図２ａ】 【図２ｂ】
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【図３ａ】 【図３ｂ】

【図４】 【図５】



(10) JP 2011-528411 A 2011.11.17

10

20

30

40

【国際調査報告】



(11) JP 2011-528411 A 2011.11.17

10

20

30

40



(12) JP 2011-528411 A 2011.11.17

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,
BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,I
S,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE
,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

